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京丹波町の「安全・安心まちづくり」を支援している
関西大学社会安全学部の取り組みを随時お伝えします

関西大学社会安全学部と京丹波町との
連携協力に関する協定を締結

　今年9月、京丹波町と関西大学社会安全学部は、「安全で安心なまちづ
くり」のために、ともに力を尽くしていこうと、包括連携協定を結びました。
自治体と学部の協定は、全国的にも珍しいパートナーシップのかたちです。
　これまでにも、ケーブルテレビにおける番組制作などを通して、町と学部
は連携を深めてまいりましたが、今後はより一層、暮らしをおびやかすさま
ざまなリスク――たとえば、災害対策、防犯、食の安全、交通安全、福祉や
健康の問題、原子力発電所の事故時の避難など――に向き合っていこう
と決意をあらたにしています。

くら し の ガ イ ド

これからも、まなびあい、ささえあいましょう！

2018.7.13 上乙見地区にて

2018.8.24 瑞穂中学校にて

2017.10.09 質美地域にて

　「30・10（さんまる・いちまる）運動」とい
う言葉をご存知でしょうか。この運動は「宴
会の開始から30分と閉宴10分前には席に
座って食事を楽しみましょう」というもので
す。この取組みは長野県松本市で2011年に
始まり、全国に広がりつつあります。
　これから増えるイベント（忘年会やクリス
マス会、新年会）などで一度実践してみては
いかがでしょうか？

　京都府では府民や食品関係事業者、行政
などが一体となって、食品ロスの軽減に向
けた取組を進めるため、「京都府食品ロス
軽減府民会議」を設置しています。
　食材を使い切る工夫や食べ残しを出さな
い工夫などを実践している店舗を、「食べ
残しゼロ推進店舗」として認定、今日から
実践できる取組などを紹介したリーフレッ
トや、家庭で調理くずや食べ残しを極力出
さない調理方法を短時間で分かりやすく学
ぶことができるよう「食べきりクッキング動
画」なども作成しています。

『消費生活相談窓口』 京丹波町では、消費生活に関する相談や情報提供をお受けしています。

消費生活に関する連絡・相談先

京丹波町消費生活相談窓口
電　話：０７７１-８２-３８０３
相談日：水・木曜日

南丹市商工観光課内
電　話：０７７１-６８-０１００
相談日：月・火・金曜日

南丹市の相談窓口も
利用していただけるよう
になりました !!

１人で悩まず、
気軽に相談して
ください。

30・10運動
さん  まる 　　 いち  まる

もったいない！
「食品ロス」を減らそう！

　まだ食べられるのに捨てられてしまう「食品ロス」は、全国で年間約621万トン
も発生しています。（平成26年度推計）
　これは、世界全体の食糧援助量（年間約320万トン）の約2倍にもなります。ま
た、日本人一人当たりに計算すると、毎日お茶碗１杯分の食べ物が捨てられている
ことになります。 

　食品ロスの約半数（320万トン）は家庭からの発生で、食品を食べずに捨てた理由として
多いのは「鮮度の低下・腐敗」、「賞味期限・消費期限が過ぎた」などが挙げられています。
　家庭からの食品ロスを減らすため、買い物前には冷蔵庫をチェックし必要な分だけ買
うようにし、食材は使い切り、食べきるよう心がけましょう。
　「消費期限」（過ぎたら食べないほうがよい期限）と「賞味期限」（おいしく食べることが
できる期限）を理解しましょう。「賞味期限」が過ぎてもすぐに捨てず食べられるかどうか
自分で判断することも大切です。
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